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1。 はじめに

本稿では、話し方や言葉の使い方のマナーについて書かれた実用書を資料

とし、そこで示される言語規範の男女の違いについて考察を行 う。言葉遣い

の実用書には、「こう言うべきである 。言 うべきでない」という言語行動に

関する規範が示されている。実用書に示される内容は、実際に話されている

内容というよりは、「こう話すべきである」という言語行動の規範意識であ

る。このような規範意識の表れる媒体である実用書において、特定の言語行

動「ほめ」に注目し、そこに関わる男女がどのように位置付けられているか

を分析した。その結果、男女の「ほめ」に対する姿勢の違いが明らかになっ

た。

2.「ほめ」の男女差に関する研究

「ほめ」とジェンダー・イデオロギーを関連付けた研究として、瀬田・木

田 (2008)が ある。「ほめる」という行為についての談話の分析から、日本

語話者の意識において、女性が「ほめる」行為を「抵抗なく」行 うことので

きる主体であるのに対し、男性は「ほめる」行為に対する「抵抗感」が存在

することを明らかにしている。

近年の談話データを使つた「ほめ」の男女差に関わる研究では、金 (2010)

がある。金 (2010)は 、金 (2005)で 提示した「ほめ」の対象分類をもとに、

日韓の大学生男女の「ほめ」における違いを調査 している。

本稿においても、金 (2005)の 提示した「ほめ」の対象の分類を援用 し、

実用書における「ほめ」の分析を行 う。そして、実用書に描かれる男女の「ほ

め」の「こうあるべき」という意識を明らかにする。実用書は様々な対象・

場面に関して言及するが、「女は、あるいは男はこう言 うべき、こう言 うベ
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きでない」というジェンダーと関連する規範も示される。本稿では、規範意

識の表出する媒体として実用書の分析を行い、「ほめ」の言語行動に存在す

るジェンダーに関わる規範意識やそのイメージを分析する。

また、瀬田 。木田 (2008)は 、「ほめる」行為そのものにおけるジェンダ

ー・イデオロギーを明らかにしているが、本研究では「ほめ」の内容におい

ても男女の意識の差が存在することを明らかにする。

具体的には、①話し手の性別によつて典型的とされる「ほめ」の内容が異

なるか、②男性/女性が「ほめ」の相手となる場合に内容に違いがあるか、

③職場場面における「ほめ」の内容は性別によつて異なるか、という点から

考察する。なお、幅広い年代の資料を扱 う際には、年代による違いを考慮す

べきであるが、資料数の関係から、数量的な分析は今回行わず、傾向として

言及するのみにとどめる。

3.調査資料と方法

3。 1 調査資料

調査では、国立国語研究所が刊行する『国語年鑑』の書誌情報と、国立国

会図書館の蔵書検索 (DL―OPAC)の 書誌情報から資料を特定し、実際に入手で

きた資料を用いた。著者による内容の偏 りを避けるため、 著者 1人につき

各対象性別 1冊までとした①。本稿では、実用書の対象とする読者によつて

男性向け、女性向けに分類した資料 (2)を扱 う。資料は、1950年代から2000年

代に出版された実用書、男性向け42冊、女性向け37冊の計79冊である。

3.2 事例の抜き出しと分類

実用書で「ほめ方」を示す場合、「「そのセーター、とてもいい色ですね」

とほめましょう」と会話例を示す場合もあれば、「同僚とすれ違った時、髪

型、服装など、どこか変わったところをほめる」のように、会話例を示さな

い場合もある。本研究では、記述の詳しさに関わらず、「ほめるべきである」

と示される箇所を抜き出し、分析の対象とした。なお、他の言語行動を目的

とし、その一環で「ほめ」を行っている場合は対象外とした。例えば、「人
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にものを頼む時に、最初にほめてから話を始める」などの場合である。

抜き出した「ほめ方」の記述内容を、何をほめるかという「ほめ」の対象

に注目して分類した③。分類の枠組みは、金 (2005)の 「ほめ」の対象の分

類を参考にした。以下の①～⑥に当てはまらない「ほめ」の対象は、⑦ 「そ

の他」とした。

①所有物 :相手が所有している物や身につけている物 (かばん、衣類、ア

クセサリーなど)。

②外見 :相手の外見 (体型、容貌、髪型、装いなど)や外見の変化。

③才能 :相手のもつ一定の素質や、訓練によって得られた能力。

④遂行 :才能や素質を用いた行為の過程や結果。

⑤性格 :相手のもつ感情・意思の面での性質や傾向。

⑥行動 :性格が現れるような行為やふるまい。

⑦その他 :上記①～⑥に当てはまらないもの (家族をほめるなど)。

4。 「ほめ」の内容ごとの出現数

まず、「ほめ」の内容ごとの男女の傾向を見る。「ほめ」の件数は、男性向

け資料では171件 (36冊 )、 女性向け資料では142件 (28冊 )であった(4)。 「ほ

め」の内容を資料の男女別に示したものが表 1である。

表 1 資料の男女別の 「ほめ」の内容

男性向け資料 女性向け資料

①所有物 32 18.7% 43 30.3%

②外見 47 27.5% 22 15.5%

③才能 4.7% 17 12.0%

④遂行 42 24.6% 14 9。 9%

⑤性格 4.7% 17 12.0%

⑥行動 19 11.1% 18 12.7%

⑦その他 15 8.8% 11 7.7%

計 171 100% 142 100%
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男性向け資料では、「外見」が47件 (27.5%、 20冊)と最も多く、次に「遂

行」が42件 (24.6%、 23冊)見 られ、「外見」と「遂行」がよく取り上げら

れる「ほめ」の内容である。女性向け資料では「所有物」が43件 (30.3%、

21冊)と 最も多く見られ、次に「外見」の22件 (15.5%、 13冊)が多い。特

に「所有物」は21冊 と女性向け資料の 7割強が取り上げる、典型的な「ほめ」

の内容といえるだろう。

よく取り上げられる「ほめ」の内容は、男性向け資料と女性向け資料で異

なっており、男性向け資料では「遂行」と「外見」が、女性向け資料では「所

有物」がよく取り上げられる。

以下、 5では「ほめ」の相手との観点から、6では「ほめ」の場面という

観点から分析する。

5。 「ほめ」の相手とほめる内容

5.1 異性に対する「ほめ」

ここでは、ほめる相手とほめる内容について論 じる。男女それぞれの資料

において、どちらの性別に対する「ほめ」であるか、という点から分類した。

「ほめ」の話題を取り上げる箇所で、「ほめ」の相手の性別が「女性には」の

ように明示されているか、「ほめ」の会話例の中に性別が判断できる呼びか

けがあるかといつた点から、ほめる相手を「異性」「同性」に分類 し、性別

への言及がない場合は「言及なし」とした。また、ほめる相手の性別は示さ

れていないが、「ほめ」の内容から判別可能な場合も「異性」「同性」に分類

した。例えば、「ほめ」の内容が「ネックレス」や「ブローチ」、「背広」な

ど、使用者に男女の偏 りがあると考えられる場合である。

異性をほめる事例を資料の男女別、内容ごとに示したものが表 2である。

男性向け資料では、「ほめ」を扱 う36冊のうち、「女性」に対する「ほめ」を

扱 う資料が23冊 (46件 )見 られた。一方、女性向け資料では「ほめ」を扱 う

28冊のうち、男性に対する「ほめ」は6冊 (10件 )であった。男性向け資料

において女性は「ほめ」の相手としてよく取り上げられる傾向にあるのに対

し、女性向け資料では男性が「ほめ」の相手として登場することは少ないこ

- 75 -



とがわかる。

表 2「異性」に対する「ほめ」の内容

男性向け資料 女性向け資料

①所有物 ７

一

②外見 27

③才能

④遂行

⑤性格

⑥行動

⑦その他

計 46 10

男性向け資料の46件の内訳を見ると、「外見」27件、「所有物」 7件 と、34

件が容貌、服装など、見た日に対する「ほめ」に集中している。

女性向け資料では、男性を「ほめ」の対象とすること自体が少なく、また、

特定の「ほめ」の内容への偏 りは見られない。

男性向け資料での女性に対する「ほめ」に、外見や所有物など、日に見え

るものに対する「ほめ」が多く例示されているのは、「女性に対しては外見、

容姿をほめるべきである」という意識が存在していることを示している。こ

のような意識は、実用書の中でも明示的に述べられている。

(1)誰でも自分の得意とするものや、自信をもっていることを賞賛され

て喜ばないものはないが、特に女性は胆基や杢貌二対して強い自信

塗」b=Ξ」医血二」L」塾奎≧2i、三【生22五1二」立L注意する必要がある。(大森朝

彦 (1959)『正しい挨拶と話し方』p.42)

(1)は 、「女性が服装や容貌に対 して強い自信を持つ傾向がある」と述べ、

服装や容貌など「見た目」をほめるべきことを男性にすすめている。そして、

男性向け実用書の女性に対する「外見」への 「ほめ」では、(2)のように
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顔の一部や全体をほめる例、髪をほめる例、(3)のように若さや美しさを

ほめる例が示される。

(2)「いつ上皿がつやつやだ」(梶原しげる監修 (2006)『「できる人」の

話し方』p.52)

(3)女性には若さを讃える :
舅 で |、 _井 い ね ル るのは嬉 しい 1、 のセ

だ.が二_女世菫二」型ヒとLI⊆五登。「ヘー、30歳 ?嘘でしょう。まだ

25い くか、いかないかでしょう」そう言われて怒る人はいない。(春

風亭柳昇 (1977)『人に好かれる話し方』p.101)

男性向け実用書には、(1)のように明示的な文章として「女性は外見を

ほめるべきである」と示さずとも、(4)の ように、ほめの相手として女性

が登場し、外見をほめる記述もある。

(4)あるいは、もしも、互盤二■_回_塑璧壼C」壺菫」壁笙=塁ど2と[二:Lと

二 1,1奎2≧埜4=」
`盆

豊上ュ≦:出菫1■
=二

き上と_L上ユ。よく見

れば、なるほと、ヘアスタイルも変わっている.■ん生笙童の 二蛮

星壺
=塑
」L」

=―
目_■≦t」1塵」Lユ憂1ユ迭:整

=,「
あ

れれ' 今日は、とくべつ爽やかだなあ !」 そんな言葉が、自然に

出てこなければいけない。(阿奈靖雄 (20(邁)『頭のいい「口のきき

方」』p.26)

(4)は、この話題の前は違 う場面の「ほめ」であったが、他の「ほめ」

の話を出す際に女性が登場し、その際には「外見」の「ほめ」が示されてい

る。このような、女性と「外見」の「ほめ」を結び付けて実用書の中に示す

記述は、男性向け資料では出版年代を問わず存在する。

また、男性向け資料で女性への「ほめ」に言及する際、「ほめられる行為

が好きである」ことが女性の性質として示される (下線実線部)。

(5)「 ほめる」ということは「相手を気にしている」という意思を示すと

いうニュアンスを含んでいる。だから、去曇,と の2壼 あいのう」Lエ
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「ほめる |と い うことは非常に大切である。」曇圭望墜」と運二堕

分上主Lユ」饉自ュ塗1菫1二立る」輩型主塗2回生ム笙多堕とLだ。女性の_且

を_自分に血ユさせるた0には、…まず相手を堅_ゆる二_と _から_■じ.ゆう

と_ぃ1_ゝ (斎藤茂太 (1995)『 日のきき方私の人間学 私も本当は口

べただった』p.105)

一方、女性向け資料においては、(6)、 (7)のように「男性をほめ過ぎ

ると「誤解」を招く」という「ほめ」への注意が存在する。

(6)と主ュ塁:L2服:墨2二上_≧_L2二_生邑_2のは逆効果、「俺に気が.あ る

のか生上と誤盤_さ れかねません。(下重暁子 (1974)『 聞き上手 話し

上手一人に好かれる秘訣―』p.128)

(7)塁墜に対するl菫_め言葉は「諸刃の剣」で、誤盤をまねく危険と、自信

を与え、やる気を起こさせるプラス要因との、両面を持つている。(福

田健 (2008)『女性は「話し方」で9割決まる』p.140)

ここでいう「誤解」とは、女性が 「恋愛対象として好意を抱いている」と

男性に思われることである。男性向け資料の (5)では、「女性の目を自分

に向けさせるためには」と、ほめることの目的として「自分に好意を持たせ

ること」を明示するのに対し (下線点線部)、 女性向け資料では「好意を持

つている」と思わせないでほめる方法を示すか、そもそも男性をほめること

自体を示さない。

今回の資料では、「モテ方」といった 1つの目的だけに偏った資料は扱っ

ていない。それにもかかわらず、男性向け資料では話すことの目的の中に「女

性の気を引くこと」を含み、そのために女性の外見をほめる記述が多いと考

えられる。一方、女性向け資料では、「男性の気を引くこと」が話すことの

目的に含まれず、逆に気を引かないことの方に配慮している。そして、この

ことが、男性への「ほめ」の少なさにつながっているのである。
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5。 2 同性への「ほめ」

「同性」に対する「ほめ」は、男性向け資料では19件 (13冊 )、 女性向け資

料では36件 (14冊)見 られた。内訳は、男性向け資料では「所有物」が13

件、「外見」が 1件、「遂行」が 3件、「その他」が 2件である。男性が着て

いる背広やネクタイなどの身につけるもの (=所有物)を ほめる例がもっと

も多い。

女性向け資料では、「外見」12件、「所有物」10件、「才能」 4件、「性格」

3件、「遂行」 2件、「行動」 2件、「その他」 3件で、「外見」と「所有物」

に関する「ほめ」が多い。一方で、女性向け資料では「外見」への「ほめ」

に対し、(8)のような否定的な記述が見られる。

(8)「」宝:三童」生1__と_重」i2L』 :1`五_と_童」生1:]1ゼ :2:上墨]`:≧剣 :菫_1=`上上≧_i[≧ _`[2Lと」]`i:]:L!二塁L:L

込生塾」土上二ろ
=L」

:宝童≦」墜」堕塑劉_二≧三二と上L△」壺吐1≦■_這理≧上

史豊≧」ビKttfLた :_と些生ユ重d」ユ三塾ユ≦L重望二止LttLLぬlL空堕2墜二重≧

と妙に組得⊥生ェコ塾』L私たちは、他人の肉体的なことを、割に平

気で話題にします。自分が気にしていないのだから、相手も気になら

ないだろうと、つい考えてしまうのかもしれません。ところがご用

心 !担圧理ェ立≧生丞Lg2型こと」二Lと二【l、」墾K」駐ごΞ」生二⊆_L`圭_うL二_とだL2ヨ⊆」埜≧

登2ェi。 (室町澄子 (1981)『女性のためのさわやか会話術入門 話

し上手になるために』p.42)

(8)では、女性の「外見」をほめることに対 し、「相手が気にする場合も

ある」とい う理由から、取 り上げないことをすすめている。外見に言及する

ことで「相手が深 く傷ついてしま うかもしれない」と考えることは、相手で

ある女性にとって 「外見は重要である」とい う意識の反映と考えられる。

女性向け資料では、全体 として見れば「外見」の「ほめ」の例を示 しつつ

も、「外見」を話題にすることを避けるべきだとする記述も存在 している。

特に避けるべきとされるのは、「痩せている」「目が大きい」など相手の身体

的特徴に関する内容である。そのために、表現を言い換える例が示 されるこ

ともある。このように、女性が女性の外見のうち、身体的特徴に言及する際
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は、言い換えるか、そもそも「ほめ」であっても言及しない、といった手段

を取るべきことが実用書では示されている。女性にとつて外見が非常に重要

視されているがゆえに、言及の際は細心の注意を払 う必要があるのである。

女性への「外見」の「ほめ」は、男女どちらの資料においても、比較的よ

く例示されていることから、女性への「ほめ」において重要とみなされてい

るといえる。しかし、「外見」への「ほめ」に対する認識に違いが見られる。

男性向け資料では積極的に言及 し、ほめることを示す。女性向け資料では、

細心の注意を払ってほめるか、ほめることを回避すべきことが示されている。

6.職場場面における「ほめ」の内容

ここでは、職場場面における「ほめ」の内容の男女の違いを取り上げる。

職場での「ほめ」の件数は、男性向け資料で76件 (22冊 )、 女性向け資料で

は66件 (15冊)であった。職場における「ほめ」の内容を資料の男女別に示

したものが表 3である。

表 3 職場場面における「ほめ」の内容

男性向け資料 女性向け資料

①所有物 16 21.1% 15 22.7%

②外見 14 18.4% 7.6%

③才能 3.9% 14 21.2%

④遂行 ９
“
¨

２

一
28.9% 12.1%

⑤性格 6.6% 11 16.7%

⑥行動 11 14.5% 11 16.7%

⑦その他 6.6% 3.0%

計 76 100% 66 100%

男性向け資料では、「遂行」が22件 (28.9%)と最も多く、ついで「所有

物」16件 (21.1%)、 「外見」14件 (18.4%)の順で多い。

女性向け資料では、「所有物」の15件 (22.7%)と 「才能」の14件 (21.2%)
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が多く、その次には「性格」11件 (16.7%)、 「行動」11件 (16.7%)が 続く。

「遂行」は、「才能や素質を用いた行為の過程や結果」が「ほめ」の対象で

ある。職場での「遂行」は、仕事やそれに関連する業務を達成 したことやそ

の過程に対する「ほめ」となる。「仕事の遂行」の「ほめ」の記述では、(9)

のように、上司、先輩の立場から部下、後輩をほめる場面が多く、男性向け

資料の22件中17件が部下や後輩に対する「ほめ」であった(5)。

(9)郎下のやつた生蔓への証担1ま必ず伝える必璽がありま±。その仕事

がある水準に達 していると思った場合、ホメ言葉を忘れてはいけま

せん。「ありがとう。よくできているよ」「やつばり君だからできた

生だ上上I短工」萱1二重l≦L主と二El笠塑■」(大森和子 (1979)『 ビジネ

スマン 話し方上達法』p.166)

男性向け資料では、1冊の実用書の中に新入社員の話し方と、上司として

の話し方の両方が示されることがある。このことは、男性の話し手がいずれ

は部下。後輩をほめる立場になることが前提とされていることを示している。

しかし、このような男性向け実用書の特徴は女性向け実用書では見られない。

また、男性向け資料の「遂行」の「ほめ」の相手として「女性」が示され

ることはほとんどない③。職場場面で女性をほめる例は17件あるが、その内

11件が「外見」、4件が「所有物」、「性格」「行動」が 1件ずつと、やはり、

見た日に関する「ほめ」に偏っている。 (10)に もあるように、職場であっ

ても男性にとつては、「女性」は「見た日」をほめる対象として捉えられて

いる。 (10)では、「女性」は「仕事に関してほめるべきでなく、「外見」に

関してのみほめるべきである」と述べられており、「仕事の過程や結果に関

することを女性に対してほめるべきではない」という意識が存在しているこ

とがわかる。

(10)』こ性量二菫|」:1奎墨住【五Lこ4星1巨全ェ_[二
`盤

:=:≧L■_と力L[呈≦
=⊆

豊上上上上塾‐■菫整菫星座峯と塁■」シ生コ塵輩塾二壺ユ堕生菫萱

生L』量
`星

E日奎LIL:奎12二塁全

`」

lL:ご2⊆L女子社員が仕事の
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能力をホメられると、どういう反応を示すのカー 。(ホ ラ見てごらん。

私がいるからできたのよ)ホメられて当たり前だと受け取るのです.

(中略)菫」」LElと二∠∠重饉述基_生菫整重奎基■
=二

⊆_廻△2_1茎

生圭1_L」」:L昼1杢.基_奎左二:日
`ヽ

鐘塁:≧塁ユ丞」■ (中略)菫墨
=2菫

佐  言 董 の 結 い イレ当i 口B当こナさ)が
｀ み ″ヽ 人 1ヨ め 業 lア 属 キ ス '

上
=杢

∠ヱ■と≦望h(大森和子 (1979)『 ビジネスマン 話し方上達

法』p.166)

また、(10)では「女子社員」と呼ばれていることも注目に値する。男性

向け資料の「遂行」は部下・後輩をほめることが多いと述べたが、仕事の結

果や過程がほめられる対象となるのは「男性」の部下であり、「女子社員」

ではないという意識が読み取れる。

女性向け資料の「遂行」に関する「ほめ」が少ないのは、実用書の中で女

性が上司や目上の立場に置かれることがほとんどないためと考えられる。部

下や後輩をほめる例は、男性向け資料では22件 (12冊 )見 られるのに対し、

女性向け資料では6件 (5冊)のみであった。

一方で、女性向け資料では、「才能」、「性格」、「行動」の「ほめ」が多い。

それぞれ以下のような内容である。

(11)「 ::!!2::な :_:li::、

=:〕

::主 11:i曹聖:il::|」と21:::.:::=12:!::::_1:2ヽ」:::_ムど1[1:上 ::::::i:::!`!::L_::L:::::≦ ([_書邑:」|:」 :ζ :と
g:2」

::::::2_

量 丘 :盤と豊」き上≦L空至菫ヒ墾 」(永崎一則 (1981)『魅力的女性は

話し上手』p.203)

(12) 「いつしょにいるとなんとなくほっとする」「元気で気持ちがいい」

上止k_ヱ_⊆L型2」L三⊆≧昼国i≧盤ユ全o(下平久美子 (2004)『女性の

美しい話し方と会話術』p.69)

(13)「しと:墨夏l三!壁:主[迪L重出コ1腱i=:=:ど:塾

`主

:生の上ェ上壼墨:望ヨ:壁:菫1型

`生

二と

ど主ι」(主婦の友社編 (1972)『愛される話し方・聞き方』p.51)

(11)は字の美 しさとい う才能を、(12)|ま 「元気で気持ちがいい」とい う

相手の性格を、 (13)は早 く出勤する行動をほめている。職場において女性



がほめる内容は、仕事の達成とは直接関係のない、「字がきれい」だとか、

「出勤態度が真面日である」といったことが示される。職場において、仕事

の出来や結果を評価する立場に女性は置かれておらず、業務に関わる周辺的

な事柄をほめることが典型例として示されている。女性は「仕事の遂行」を

ほめる立場でなく、また仕事の評価を受ける対象ともされていないのである。

女性向け資料における、職場での「遂行」を「ほめ」の対象とする事例は

8件あるが、そのうち5件が2000年代の事例である。また、部下・後輩をほ

める相手として挙げる女性向け実用書は 5冊あるが、そのうち4冊は2000

年代のものである。

2000年代以前の「遂行」は、(14)の ように、「秘書検定に合格した」など

仕事と関連はあるが、「仕事の成果」をほめる内容ではない。

(14)「コ生彗塾塗⊆二塁ヒ含整ュ丞⊇壺 五 _聾三⊆二五三 L童L二聖 二

変上墾2上ェ上上ュ」(永崎一則 (1981)『 魅力的女性は話し上手』

p.203)

(15)は部下や後輩の仕事に対する努力をほめる2000年代の事例である。

このような例が2000年代の実用書には見られるということは、女性の立場が

仕事の周辺的な事柄をほめる役割だけでなく、部下を持ち、評価する役割ヘ

も広がりつつあることを示している。

(15)「金韮L亜
`壁

鑑盤ュ姐趙壼二盪墜二上皿塑霊
=二

!ヒ」2
二堕』 L=2E目遡1上こと」ま、_麹E二壼ユことニヨL_五塑 2仁塵ヒ

ニ大」■」量_迭回二」と2と雪ェ壺雪饉型盪壁ェ」目ヒL:L」 (市川浩子

(2∞ 9)『働く女(ひと)の伝わる話し方の新ルール」p.1")

7. おわ りに

本稿では、実用書の中で示される「ほめ」に見られる男性・女性の「ほめ」

の傾向ならびにイメージを分析 した。

男性向け実用書では、行為の過程や結果をほめた り、相手の容貌や体型、
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またその変化をほめたりする例がよく示される。女性向け実用書では、相手

の身につけている物や持ち物をほめる例が多く示されることが分かった。

男性向け実用書では、「女性は見た目をほめるものだ」という女性に対す

る「ほめ」のイメージが示されていた。また、容貌やその変化などを「ほめ」

の例として多く提示する。「外見」は女性向け実用書においても、取り上げ

られる「ほめ」の内容である。しかし、女性向け資料では、身体的特徴など

の言い換えを示すなど、細心の注意を払いながら「外見」への「ほめ」が示

される。このような記述には「外見」に対する強い意識が反映されていると

考えられる。

男性向け実用書において「女性をほめること」は「女性の好意を得ること」

と結び付けられて語られ、それが出版年代を問わず、多くの実用書で示され

る。男性向け実用書では「女性を口説くこと」が一つの重要なテーマとして

示されているのである。一方、女性向け実用書では、「男性の好意を得るた

めにほめる」ことを敬遠する意識が存在 している。そのため、女性向け資料

では、男性が「ほめ」の相手として示されることは少ない。

また、職場場面での「ほめ」にも男女で内容に違いが見られた。男性向け

実用書では、部下や後輩に対し、仕事の結果やその過程を評価する「ほめ」

が多く示されていた。しかし、女性向け実用書では、女性が部下や後輩に対

し、仕事の結果やその過程を評価する「ほめ」の例は少なく、職場場面での

「ほめ」は、仕事に関連する周辺的事柄への「ほめ」が多く示されることが

明らかになつた。しかし、出版年代が新 しい実用書では、女性が後輩や部下

に対し、仕事の結果やその過程を評価する場面も示されるようになる。

今後の課題としては、さらにデータ数を増やし、年代による特徴の分析を

行いたい。また、実用書の著者の性別や属性などの観点からも合わせて分析

を行 う予定である。

注

(1)男性向け、女性向け資料をそれぞれ出版している場合は2冊を調査資料とした。

(2)収集 した資料の対象性別は、書名や前書きに「女性」「男性」などの語、「OL」 や 「ビ
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ジネスマン」など性別が判断できる語が入っているか、書中の登場人物の設定やイラス

トが特定の性別に偏つているかで判断した。

(3)抜き出した「ほめ」の記述で、「ほめ」の対象が示されていない事例は分類の集計には

含まれていない。

(4)年代別の調査資料数とほめの事例数は以下のとおり。

日 女

データ数

(冊 )

ほめのある

数 (冊 )

Fヨ囲 データ数

(冊 )

ほめのある

数 (冊 )

【ヨコ

1%0年代 12

1960年 代 35

1970年代 12 12 47 14

19∞1年代
"

∞

19∞年代 19 18

2000年代 29 10 10 弱

計 ″ ∞ 171

" "
142

(5)残 りは同僚や先輩、もしくは言及なしである。

(6)女性を相手とする「遂行」は2件見られたが、職場場面ではなく、「料理の味」をほ

める例であった。
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